
☆作り目の拾い方

☆針の持ち方☆鎖編み

① ② ③ ④

①

＜往路を編む時＞

＜復路を編む時＞

２目め
から拾う

左端のタテ目
１本を拾う

左端のタテ目と
もどり目に続く
裏の糸の２本を
拾う

必要な目数と同数の鎖を編む

作り目の最後の、針にかかっている目が、
編出す目数の１目になるので、１目めの
鎖はとばし、２目めから拾い始める

鎖１０目

②

最初の目をとばすと、角をきち
んと四角にできる

端をとじたり、縁編みの目を拾い
出したりするときに使用する

端目をそのまま使うパターンに
使用する

③

☆もどり編み目

☆表編み目

① ② ③

① ② ③

☆裏編み目

① ② ③

☆メリヤス編み目

① ② ③

糸を手前に置いて、
前段のタテ目に針を
入れる

手前から針に糸をかけて、
矢印のように向こう側から
引き出す

でき上がり

糸をかけて矢印のよう
に引き出す

でき上がり前段のもどり目の下から、
タテ目の間に針を入れる

☆長編み

①
鎖
２
目

③②

☆左端を１本拾う方法

☆左端を２本拾う方法

基  礎  解  説


